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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

リハビリスタッフ数 医療処置への対応 重
度
認
知
症
者

看

取

り

身

寄

り

な

し

生

活

保

護

理
学
療
法
士

作
業
療
法
士

言
語
聴
覚
士

気

管

切

開

在

宅

酸

素

喀

痰

吸

引

経
鼻
経
管
栄
養

胃

ろ

う

中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル

イ
ン
ス
リ
ン
注
射

ス
ト
ー
マ
ケ
ア

バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル

透

析

褥

瘡事業所名
住　所　

1 介護老人保健施設 太陽 7 1 1 △ ○ △ △ △ × ○ ○ ○ × ○ △ △ △ △
井野町 1040

2 介護老人保健施設 和光園 2 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
矢島町 449-2

3 介護老人保健施設 若宮苑 0 4 0 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
上大類町 759

4 介護老人保健施設 春照苑 2 0 0 △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○
江木町 717

5 介護老人保健施設 ことりの園 3 0 0 △ ○ ○ △ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○
下小鳥町 1277

6 介護老人保健施設 ジャスミン 1 0 0 △ ○ △ △ △ × △ ○ △ × ○ ○ ○ △ ×
上小塙町 565-1

7
介護老人保健施設 老健くろさわ
介護老人保健施設 老健くろさわユニットさくら 2 2 1 × ○ ○ △ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △

中居町 3-19-2

8 介護老人保健施設 ケアピース 4 1 1 × × △ × ○ × △ ○ ○ × ○ ○ △ ○ ○
上豊岡町 1168-1

9 介護老人保健施設 あけぼの苑高崎 8 1 1 △ ○ △ ○ ○ △ ○ △ ○ △ △ △ △ △ ○
上豊岡町 827-1

10 高崎老人保健施設 福寿苑 4 3 1 × ○ △ × ○ × △ ○ ○ × △ ○ ○ △ ○
矢中町 841

11 介護老人保健施設 幸寿苑 1 1 ○ ○ ○ × ○ × △ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
矢中町 841

12 介護老人保健施設 みさと 6 × ○ ○ × ○ × △ ○ ○ × △ △ ○ ○ ○
箕郷町上芝 628-1

13 介護療養型老人保健施設 みさと 2 1 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ × ○ △ ○ ○ ○
箕郷町上芝 628-2

14 二之沢パナケア 介護老人保健施設 4 1 1 × ○ △ △ ○ × △ ○ ○ × ○ △ △ ○ ○
足門町 158-2

15
介護老人保健施設 森の泉
介護老人保健施設 森の泉 ( ユニット型 ) 2 1 × ○ △ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ △ ○

井出町 1280-4

16 介護老人保健施設 ウェルライフ三愛 2 1 × × × × ○ × △ ○ ○ × ○ × × △ ○
金古町 1758

17 介護老人保健施設 あけぼの苑 7 2 1 △ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ △ ○
中室田町 2258-1

18 介護老人保健施設 グッドウェル 5 1 2 × ○ △ ○ ○ × △ ○ ○ × △ ○ ○ △ ○
吉井町吉井 415-1

早 見 表
（凡例）○：対応可　×：対応不可　△：要相談

介護老人保健施設
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

介
護
老
人
保
健
施
設住所：井野町 1040 TEL：027-370-6222 FAX：027-370-6221

介護老人保健施設　太陽1

一般棟 専門棟
多床室 80 床 0 床
従来型個室 20 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅復帰

支援型

施
設
の
体
制

理学療法士 7 人 専任・兼任

作業療法士 1 人 専任

言語聴覚士 1 人 兼任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 電話で連絡し確認する

夜
間
の
看
護
体
制

・ 病院併設なし。医師にメールや電話で連絡し
指示をもらう。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 入所から 3 か月間、ほぼ毎日リハビリが行える。
・ レクリエーションを毎日行っている。
・ 認知症専門棟はないが、センサー使用や声かけなど工夫し、

認知症の方の受け入れも行っている。
・ 職員が多く、施設内が明るい。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・固定型歩行器
・サークル型歩行車
・4 輪歩行車

自 助 具 ・食器
・ストロー付きコップ

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 要相談
ターミナル 要相談
身寄りなし 要相談
生活保護 要相談

そ
の
他
対
応

気管切開 要相談 胃ろう 要相談 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 要相談 ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：矢島町 449-2 TEL：027-367-7700 FAX：027-341-4209

介護老人保健施設　和光園2

一般棟 専門棟
多床室 50 床 44 床
従来型個室 0 床 6 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅強化型

施
設
の
体
制

理学療法士 2 人 専任

作業療法士 2 人 専任

言語聴覚士 1 人 兼任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 一般棟か専門棟に必ず 1 名配置。急変などに
対応できるようにしている。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 病院併設なので 24 時間体制を取っている。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 施設長が認知症の専門医なので、重度認知症の方でも対応が
できる。

・ 入所問い合わせから実際の入所までが早く対応できる。
・ 医療依存度が高い方もを受け入れている。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・固定型歩行器
・サークル型歩行車
・シルバーカー

自 助 具 ・スプーン
・はし

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 ○ 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル 要相談 透析 要相談
喀痰吸引 ○ インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

住所：上大類町 759 TEL：027-352-1019 FAX：027-352-8995

介護老人保健施設　若宮苑3

一般棟 専門棟
多床室 47 床 0 床
従来型個室 3 床 10 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅復帰

支援型

施
設
の
体
制

理学療法士 0 人 －

作業療法士 4 人 専任・兼任

言語聴覚士 0 人 －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 特に問題なし

夜
間
の
看
護
体
制

・ 特に問題なし

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 本来の老健の機能を発揮できるよう誠実に行っている。低床ベッド ○

チルト（リクライニング）車椅子 ○

ポータブルトイレ ○

歩 行 器 ○  

自 助 具 ○  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 ○ インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：江木町 717 TEL：027-324-5666 FAX：027-320-6073

介護老人保健施設　春照苑4

一般棟 専門棟
多床室 66 床 0 床
従来型個室 4 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅強化型

施
設
の
体
制

理学療法士 2 人 兼任

作業療法士 0 人 －

言語聴覚士 0 人 －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ ほぼ毎日看護師が夜勤を行っている。介護職
のみの夜勤は月 5 日程度

夜
間
の
看
護
体
制

・ 病院併設型老健なので、夜間は病院当直医が
対応する。施設長（医師）の対応も随時あり

（24 時間）

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 経験豊富なスタッフがアットホームな対応をしている。
・ 個別プランで細やかな対応を心がけている。
・ 併設病院があるため、異常時は受診、検査を随時行っている。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・交互型歩行器
・4 輪歩行車
・シルバーカー

自 助 具
・スポンジハンドル
・曲げ曲げハンドル
・食器

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル 要相談
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 要相談 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル 要相談 透析 要相談
喀痰吸引 ○ インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

介護老人保健施設
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

介
護
老
人
保
健
施
設住所：下小鳥町 1277 TEL：027-362-1812 FAX：027-362-2182

介護老人保健施設　ことりの園5

一般棟 専門棟
多床室 46 床 0 床
従来型個室 4 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

－

施
設
の
体
制

理学療法士 3 人 －

作業療法士 0 人 －

言語聴覚士 0 人 －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 3 人体制。

・ 看護師がいない日は併設の第一病院の看護師
が対応。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 病院併設老健のため、夜間は病院当直医が担
当。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ リハビリ低床ベッド 要相談
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・固定型歩行器
・サークル型歩行車
・4 輪歩行者

自 助 具 要相談（スプーン他）

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 要相談 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル 要相談 透析 要相談
喀痰吸引 ○ インスリン注射 要相談 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 要相談 ストーマ 要相談 その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：上小塙町 565-1 TEL：027-343-5500 FAX：027-343-7771

介護老人保健施設　ジャスミン6

一般棟 専門棟
多床室 0 床 0 床
従来型個室 0 床 0 床
ユニット型 20 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

従来型

施
設
の
体
制

理学療法士 1 人 専任

作業療法士 0 人 －

言語聴覚士 0 人 －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 夜間は介護士だけなので、看護師は自宅待機。

・ 電話連絡で済む場合はそのままで、様子を見
た方が良い時は来所して対応する。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 診療所併設型

・ 夜間は看護師の判断で医師へ連絡する。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 20 床ユニット型のため、家庭的な雰囲気の中で過ごしていた
だけます。

・ その人らしく過ごせるように…日常生活リハビリに力を入れ
ています。

・ 今までできていたことがまたできるように…できることが一
つでも増えるように…いろいろなことに取り組んでもらって
います。計算、漢字、言葉の脳トレやおやつレク、プランター
での野菜作り、梅干や梅ジュース作りなど。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 要相談
ポータブルトイレ 要相談

歩 行 器
・固定型歩行器
・サークル型歩行車
・4 輪歩行車

自 助 具     

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし 要相談
生活保護 ×

そ
の
他
対
応

気管切開 要相談 胃ろう 要相談 膀胱内留置カテーテル 要相談
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 要相談 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 要相談 ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

住所：中居町 3-19-2 TEL：027-352-3366 FAX：027-352-3322

介護老人保健施設　老健くろさわ  /  介護老人保健施設　老健くろさわユニットさくら7

一般棟 専門棟
多床室 52 床 0 床
従来型個室 8 床 0 床
ユニット型 40 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅復帰

支援型

施
設
の
体
制

理学療法士 2 人 専任

作業療法士 2 人 専任

言語聴覚士 1 人 兼任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 24 時間看護師が配置されている。

・ 夜間は 1 名体制。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 夜間医師不在。看護師が必要時、医師の携帯
に連絡し対応している。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ イベント事もリハビリの一環として行っている（例：花セラピー陶芸教室、
タブレット教室など）

・ 入居者様のリフレッシュのため、メイクアップ教室やアロマハンドマッ
サージ、居酒屋、喫茶店を行っている。

・ 老健では医療費が持ち出しになるため透析患者の受け入れは基本的に
できないところが多いが、系列の黒沢病院の透析患者であれば受け入
れは可能。また系列の特養への入所においても透析患者の受け入れが
可能であるため、老健を出た後の行き場としても検討できる。

・ 系列のベンリ屋（ベンリーくろさわ）が今年度オープンし、住宅の困り
ごとに対応している（例：空けている自宅の草刈り、荷物運びなど様々
な要望に対応している）

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・サークル型歩行車
・四輪歩行車
・シルバーカー

自 助 具 要相談  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 要相談
ターミナル 要相談
身寄りなし 要相談
生活保護 要相談

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ○
喀痰吸引 ○ インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 要相談 ストーマ ○ その他 腎ろう

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：上豊岡町 1168-1 TEL：027-344-2800 FAX：027-344-2727

介護老人保健施設　ケアピース8

一般棟 専門棟
多床室 36 床 36 床
従来型個室 4 床 4 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅強化型

施
設
の
体
制

理学療法士 4 人 専任

作業療法士 1 人 専任

言語聴覚士 1 人 専任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 1 か月の約半数は夜勤看護師が 1 名いる。

・ 夜勤看護師不在時は待機看護師、師長が自宅
待機となっている。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 単独型老健なので、夜間は医師不在であるが、
電話連絡は可能。必要な際は夜間帯でも施設
まで出向いてくれる。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 歯科衛生士が常勤でいるため、口腔衛生に関する部分は密に
関われる（必要時は歯科受診、往診まで）

・ 建物自体は新しくないが、開放的であり、多床室が広い。
・ 週 6 回までの短期集中リハビリを行っている。
・ 言語聴覚士による嚥下の評価を密に行っている（誤嚥性肺炎

の予防、経口摂取機能の維持）

低床ベッド ×

チルト（リクライニング）車椅子 ×

ポータブルトイレ ×

歩 行 器 ×  

自 助 具 ×  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル 要相談
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 × 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 要相談 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 × ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

介護老人保健施設
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

介
護
老
人
保
健
施
設住所：上豊岡町 827-1 TEL：027-343-2253 FAX：027-340-7118

介護老人保健施設　あけぼの苑高崎9

一般棟 専門棟
多床室 44 床 24 床
従来型個室 6 床 6 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

－

施
設
の
体
制

理学療法士 8 人 専任・兼任

作業療法士 1 人 専任

言語聴覚士 1 人 専任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 夜勤に必ず 1 名以上看護師がいる。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 夜間はオンコール体制

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 在宅支援に対しての取り組みを強化している。低床ベッド ○

チルト（リクライニング）車椅子 ○

ポータブルトイレ ○

歩 行 器     

自 助 具     

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 要相談
ターミナル 要相談
身寄りなし 要相談
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 要相談 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル 要相談 透析 要相談
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 ○ 褥瘡 要相談
経鼻経管栄養 ○ ストーマ 要相談 その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：矢中町 841 TEL：027-347-4560 FAX：027-347-4123

高崎老人保健施設　福寿苑10

一般棟 専門棟
多床室 48 床 50 床
従来型個室 2 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

従来型

施
設
の
体
制

理学療法士 4 人 －

作業療法士 3 人 －

言語聴覚士 1 人 －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ （オンコール）看護師が自宅待機となってい
るほか、夜勤する看護師を配置している。

夜
間
の
看
護
体
制

・ （オンコール）夜間は医師がオンコールで対
応

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 認知症専門棟、一般棟、デイケア、ショートステイ、どのサー
ビスを利用しても担当リハビリが同じになるよう職員配置を
しており、利用者様が安心してご利用いただけるように工夫
している。

・ リハビリ担当は、PT、OT、ST を配置し、質の高いサービス
を心がけている。

・ 年間行事のほか、フラワーアレンジメントやバイキングなど
を行い、利用者様に楽しんでいただいている。

・ 常勤医師がいるので、安心して療養生活を過ごしていただける。

低床ベッド   

チルト（リクライニング）車椅子 ○

ポータブルトイレ ○

歩 行 器 ○  

自 助 具 ○  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし 要相談
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 要相談 褥瘡 要相談
経鼻経管栄養 × ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

住所：矢中町 841 TEL：027-347-4032 FAX：027-347-4123

介護老人保健施設　幸寿苑11

一般棟 専門棟
多床室 40 床 0 床
従来型個室 2 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

従来型

施
設
の
体
制

理学療法士 1 人 専任

作業療法士 1 人 専任

言語聴覚士 － －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 24 時間看護師が常駐している。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 電話にて対応可能

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 従来の介護施設では困難な医療行為（胃ろう、酸素吸入、痰
吸引など）を必要とする方の入所が可能。

・ 充実したリハビリ（理学療法、作業療法）提供。在宅復帰を
目指す、病院退院後の短期集中リハビリなどにも対応

・ ターミナルケア（施設での「みとり」）対応可能（要相談）
・ 看護師が 24 時間常駐のため、夜間なども安心

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器 ・歩行器
・シルバーカー

自 助 具 ○  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 ○ 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 ○ インスリン注射 要相談 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 × ストーマ × その他 MRSA  B・C 型肝炎

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：箕郷町上芝 628-1 TEL：027-350-6081 FAX：027-350-6082

介護老人保健施設　みさと12

一般棟 専門棟
多床室 30 床 16 床
従来型個室 2 床 2 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

従来型

施
設
の
体
制

理学療法士 6 人 －

作業療法士 － －

言語聴覚士 － －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 看護師が夜勤の日もあるが、ほとんどが介護
士のみの夜勤体制

・ 併設にみさと診療所があるので、診療所看護
師が対応する。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 診療所を併設しているので、当直医師が対応
する。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 診療所、療養型老健、従来型老健が併設しているので、医療
について充実している。

・ 入所者同士が大変仲良く、お互い励ましながらリハビリがで
きる環境となっている。

・ 職員も元気があり、施設全体が活気のある、明るい雰囲気で
ある。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器 ・サークル型歩行車

自 助 具 ・スプーン
・フォーク

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 要相談
ターミナル ○
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 ○ インスリン注射 要相談 褥瘡 要相談
経鼻経管栄養 × ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

介護老人保健施設



157

平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

介
護
老
人
保
健
施
設住所：箕郷町上芝 628-2 TEL：027-371-4352 FAX：027-371-4766

介護療養型老人保健施設　みさと13

一般棟 専門棟
多床室 56 床 36 床
従来型個室 0 床 4 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

－

施
設
の
体
制

理学療法士 2 人 専任

作業療法士 1 人 専任

言語聴覚士 － －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 一般棟は看護および介護職員 3 名が勤務している。

・ 専門棟については、看護介護 1 名ずつ 2 名の職員
が勤務している。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 有床診療所を併設しているため、夜間は当直
医師が対応している。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 県内でもいち早く療養型老人保健施設として立ち上がった施設。
・ 長期療養はもちろん、がん末期等のターミナルケアや医療依

存の高い方の受入を行っている。
・ 法人内には従来型の老人保健施設やサービス付き高齢者向け

住宅が併設されており、さらには有床の診療所もあり、胃ろ
う造設や内視鏡、レントゲン、CT 撮影、腹部超音波検査、血
液検査等一般的な検査も可能であるため、医療面での対応も
可能である。

低床ベッド ○

チルト（リクライニング）車椅子 ○

ポータブルトイレ ○

歩 行 器 ○  

自 助 具 ○  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 要相談
ターミナル ○
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 ○ 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル 要相談 透析 ×
喀痰吸引 ○ インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：足門町 158-2 TEL：027-372-3711 FAX：027-350-3113

二之沢パナケア　介護老人保健施設14

一般棟 専門棟
多床室 50 床 0 床
従来型個室 50 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅復帰

支援型

施
設
の
体
制

理学療法士 4 人 専任

作業療法士 1 人 兼任

言語聴覚士 1 人 専任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 看護師は常駐ではないが、月 20 日は夜勤を
している。隣接に二之沢病院があるため、緊
急時の対応は可能

夜
間
の
看
護
体
制

・ 病院当直医が対応

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 入所期間は 3 ヶ月～ 1 年間
・ 男性スタッフが多数配置。
・ 本人の状態に合わせた 4 種類の入浴形態（ストレッチャー浴、

チェアーイン浴、個浴、大浴室）
・ 併設にニ之沢病院があり、体調不良時や急変時の対応が可能。

低床ベッド ×

チルト（リクライニング）車椅子 ○

ポータブルトイレ ○

歩 行 器 ○  

自 助 具 要相談  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 要相談
ターミナル 要相談
身寄りなし ○
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 要相談 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 要相談 ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

住所：井出町 1280-4 TEL：027-344-4499 FAX：027-344-5556

介護老人保健施設　森の泉  /  介護老人保健施設　森の泉（ユニット型）15

一般棟 専門棟
多床室 44 床 0 床
従来型個室 6 床 0 床
ユニット型 0 床 20 床

ベ
ッ
ド
数

在宅復帰

支援型

施
設
の
体
制

理学療法士 2 人 兼任

作業療法士 1 人 兼任

言語聴覚士 － －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 自宅待機

夜
間
の
看
護
体
制

・ 単独老健なので、夜間は医師の自宅に連絡

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 利用者様一人ひとりの意見を尊重しながら個別の日課を提供
している。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・固定型歩行器
・サークル型歩行車
・シルバーカー

自 助 具 ○  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし 要相談
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他 MRSA

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：金古町 1758 TEL：027-373-3113 FAX：027-373-8793

介護老人保健施設　ウェルライフ三愛16

一般棟 専門棟
多床室 48 床 0 床
従来型個室 2 床 0 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

従来型

施
設
の
体
制

理学療法士 2 人 兼任

作業療法士 1 人 兼任

言語聴覚士 － －

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 夜勤勤務のできる看護師は現在 2 名
・ 看護師不在時の夜間に医療行為が必要になっ

た場合は、看護師に電話連絡して来てもらう。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 医師は当直していない。電話にて指示をもら
う。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ 褥瘡のある方も柔軟に受け入れている。週 2 回の入浴のほか、
日曜日以外の 4 日間も入浴し（部位によっては、下半身浴、
足浴）、1 日でも早く完治するよう力を入れて取り組んでいる。

低床ベッド ×

チルト（リクライニング）車椅子 ×

ポータブルトイレ ×

歩 行 器 ×  

自 助 具 ×  

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ×
ターミナル ×
身寄りなし 要相談
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 × 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 × インスリン注射 要相談 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 × ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

介護老人保健施設
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平成 28年 9月現在の情報です。
依頼する際は必ず事前に各事業所へお問合せください。

介
護
老
人
保
健
施
設住所：中室田町 2258-1 TEL：027-384-8612 FAX：027-340-5011

介護老人保健施設　あけぼの苑17

一般棟 専門棟
多床室 48 床 44 床
従来型個室 2 床 6 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅復帰

支援型

施
設
の
体
制

理学療法士 7 人 兼任

作業療法士 2 人 兼任

言語聴覚士 1 人 兼任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 看護師は夜勤しているが、不在時は併設病院
の看護師が協力できる体制を取っている。

夜
間
の
看
護
体
制

・ 病院併設型のため、夜間帯は病院当直医が対
応している。

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ ご本人様の自立を目指し、オムツゼロ運動や介護スタッフに
よるリハビリ（生活リハビリ）を行ったり、認知症ケア棟に
おいては、少人数によるケアを行っている。

・ 歯科衛生士の配置やリハビリスタッフ（PT、OT、ST）を配
置しているので、口に関する相談、身体機能に関するリハビリ、
認知機能面のリハビリに力を入れている。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・固定型歩行器
・交互型歩行器
・サークル型歩行器

自 助 具
・スプーン
・食器
・テーブル

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし 要相談
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 要相談 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 ○ インスリン注射 ○ 褥瘡 ○
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応

住所：吉井町吉井 415-1 TEL：027-320-3939 FAX：027-387-3785

介護老人保健施設　グッドウェル18

一般棟 専門棟
多床室 37 床 45 床
従来型個室 3 床 5 床
ユニット型 0 床 0 床

ベ
ッ
ド
数

在宅強化型

施
設
の
体
制

理学療法士 5 人 専任・兼任

作業療法士 1 人 兼任

言語聴覚士 2 人 兼任

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
数

・ 併設診療所看護師が対応

夜
間
の
看
護
体
制

・ 診療所医師が対応

夜
間
の
医
師
体
制

ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト

・ PT、OT、ST を配置。運動器リハビリから認知症リハビリ、
嚥下機能言語リハビリ、ターミナル期まで幅広く対応してい
る。

・ 薬膳、薬草粥、素材にこだわって食事を提供。
・ 多種の居宅サービス事業所を併設。在宅生活への復帰を強力

にパックアップする。

低床ベッド ○
チルト（リクライニング）車椅子 ○
ポータブルトイレ ○

歩 行 器
・固定型歩行器
・サークル型歩行器
・シルバーカー

自 助 具 ・食事用補助具

福
祉
用
具
貸
出

重度認知症者 ○
ターミナル ○
身寄りなし 要相談
生活保護 ○

そ
の
他
対
応

気管切開 × 胃ろう ○ 膀胱内留置カテーテル ○
在宅酸素 ○ 中心静脈カテーテル × 透析 ×
喀痰吸引 要相談 インスリン注射 要相談 褥瘡 要相談
経鼻経管栄養 ○ ストーマ ○ その他   

医
療
処
置
へ
の
対
応


